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学園の図書館
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　学園各施設（医科大学、総合医療センター、医療福祉大学、医療短期大学、附
属高校）の図書館（室）は、建物内のほぼ中心部に位置している。これは、その原点
である医科大学図書館開館時の「図書館は名実共に大学の中枢たるべし」という
考え方の流れをくむもので、学びの核として学修・教育・研究活動を支えている。 
　蔵書等については、各施設の特徴に合わせた資料を収集し、できるだけ重複を
避ける方針で運営している。また、施設間での業務連携や職員の人事交流も行っ
ており、「一つの図書館」として、学園ならではの有用で効率的な運用を図っている。 

原点は医科大学図書館「図書館は名実共に大学の中枢たるべし」 

医療福祉大学図書館 

医療短期大学図書館

総合医療センター図書室

附属高校図書室

■　 図書館（室）の概要� 2019年3月31日現在

医科大学 総合医療
センター

医療福祉
大学

医療短期
大学 附属高校 合計

蔵書数
（冊） 162,987 （うち2,003） 231,054 85,264 23,900 503,205

購読雑誌
（種類） 382 （うち34） 619 94 47 1,142

電子ジャーナル
（種類） 4,071 936 2 5,009

1970 医科大学開学 附属図書館開館（現 医療短期大学校舎内）

1971 附属高校校舎（生坂）完成 図書室開室

1972 医科大学校舎棟完成 校舎棟内の仮設図書館へ移転

1973 医療短期大学開学 附属図書館開館
医科大学本館棟完成 現在の附属図書館へ移転

1991 医療福祉大学開学 附属図書館開館

2001
３大学（医科大学、医療福祉大学、医療短期大学）図書館において、管理・運営・利用者サー
ビスのための図書館業務システム本稼動〔システムによる貸出返却、オンライン蔵書検索

（OPAC）等〕

2007 KAWASAKI CLUBが発足し、３大学図書館共通で CLUB会員への図書館利用サービスを
開始

2010 医科大学図書館改修

2011
医科大学図書館と附属高校図書室との連携強化により、学生・生徒による相互の図書館利
用が可能となる
附属川崎病院図書室において、図書館業務システム導入

2013 「川崎医療福祉大学学術機関リポジトリ」を公開

2014 「川崎医科大学学術機関リポジトリ」および「川崎医療短期大学学術機関リポジトリ」を公開

2016 総合医療センター開院　24時間開館の図書室を開室

■　 図書館のあゆみ�

教育およびエクステンション活動を支える 

医科大学図書館

小講堂 
川崎医学会講演
会等、年間多くの
学術集会や研修
会を開催



教材制作から学園行事の撮影・編集まで幅広くサポート
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Ⅲ 人 間 をつくる

図書館の取り組み
医科大学 ―知の財産の共有― 医療福祉大学 ―「本の世界」の楽しさ―

ヒポクラテスの本棚
医学関連テーマによる所蔵資
料の企画展示棚。教員の指導
により、深い知識にわかりやす
い解説が添えられ、思わず足が
止まる。 図書館学生選書ツアー・Web選書

学生が書店やWeb上で蔵書となる図書を自ら選ぶ取り組み。

　1970年の開学当時から講義資料や視聴覚教材、研究資料等を、市販のものに頼るのではなく、専門の技術スタッフによ
り学内で制作するという考えがあった。映像技術が劇的に進化した今、学園で行われるさまざまな行事やTV会議等におけ
る機材の操作、DVD制作まで幅広く対応している。また、学園と総合医療センターを結んだ講演会や行事の同時中継を行う
など、なくてはならない存在となっている。

教材教具センター（医科大学）、総合教育センター（医療福祉大学）

動画（DVD・データ）の制作
録画した内容は編集作業を行い、
ＤＶＤやMP4データとして作成。
学園イントラネットなどでいつでも
視聴できるようにしている。

講演会の機材サポート 
事前にPower Point資料を試写・確認し、
本番に備える。

アナログからデジタルへ
　開学当時は、教材等を制作するための「テレ
ビスタジオ」がセンター内にあり、特注の機材で
撮影していた。収録後に編集ができないため、
リハーサルを重ね、緊張感
のある本番を迎えていた。
現在、テレビスタジオはな
くなり、軽量化したAV機器
を持ち運んで、どこでも撮
影している。

医科大学図書館の今むかし
今も昔も、学生や教職員が専門書や一般書を求めて集う図書館。
開館から50年近く経過した医科大学図書館も、時代や要望を反映
して、より使いやすく洗練された空間となった。

⃝閲覧コーナー（ブラウジング）
丸いテーブルとソファがかつての定番だったが、カウンター正面に、
くつろぎやすいソファが設置された。

presentpast

present

⃝カウンター
木目調の洗練されたデザインに生まれ変わった。

past

past ⃝らせん階段付近
絨毯や天井の色な
どが明るくなり、階
段もお色直し。や
わらかい雰囲気と
なった。

present

当時のテレビスタジオ
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百聞は一見に如かず  百読は一見に如かず
　現代医学教育博物館（メディカルミュージアム）は、創設者川﨑
祐宣（初代館長）の発案により、学園創立10周年記念事業として
1981年に開館した。医学生、医療福祉系学生・従事者のほか、一
般市民にも“実物に触れられる体験型博物館”として利用されている。
　世界でも珍しい現代医学の博物館として、開館以来、川﨑祐宣
の提唱する『百聞は一見に如かず、百読は一見に如かず。ゆえに実
物標本や動く模型を中心とした、視聴覚に訴える展示を行うこと』
を理念に活動している。
　展示の中心である臓器等の実物標本は、現在約5,000点を収蔵
している。模型やパネル、デジタル展示等は、職員が創意工夫を加え、
日進月歩の医学・医療技術と展示方法の進歩に伴って更新している。 

現代医学教育博物館

開設当時のパンフレット

2019年

1986年

⃝2階展示室
体の仕組みや病気・医
療についてのユニークな
展示で、幅広い世代の
一般市民が来館してい
る。別名「健康教育博物
館」と呼ばれている。

2019年

1986年

⃝4階展示室
開館当初は医科大学の

「ブロック講義」に沿った
展示内容だったが、現在
は1,800点の病理肉眼
標本を中心に展示して
いる。

地域へ貢献 ― 「かわさき夏の子ども体験教室」などの特色ある取り組み―

かわさき夏の子ども体験教室

　2009年から「かわさき夏の子ども体験教室」を当館が中心となって開催。
子どもたちに医学・医療への興味を呼び起こし、キャリア教育の一助として

地域に貢献。
　県内外から出張授業の依頼や産学官連
携の取り組みなど、活動の幅が広がっている。

出張授業



川崎医科大学川崎医科大学
附属高等学校附属高等学校

生坂グラウンド

生坂野球場

生坂テニスコート
生坂多目的コート

附属高校体育館
附属高校武道場

川崎医科大学川崎医科大学
附属病院附属病院

川崎医科大学川崎医科大学

川崎リハビリテーション学院川崎リハビリテーション学院

川崎医療短期大学川崎医療短期大学

▼

至・
岡山

川崎医療福祉大学川崎医療福祉大学

かわさきこども園かわさきこども園

▼ 至・
倉敷

N

サブグラウンド

西グラウンド

弓道場

医福大体育館

医福大武道場

医療短大体育館

北グラウンド

南グラウンド

P

P

P

北テニスコート

総合グラウンド

総合体育館

温水プール

川崎学園運動施設図川崎学園運動施設図

P
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学園の運動施設

　建学理念の一つの柱「体をつくる」に応え、豊かな自然環境の中で学生・教職員が健康増進を図り、体力づくりをす
るための運動施設が学園内各所に設けられている。学園のすべての学生と教職員が共有する施設として、授業や各種
行事、大学・学校の部活動やトレーニング等幅広く活用されている。

豊かな自然の中、整った設備で健やかな体づくり 

総合グラウンド
2015年竣工。総面積21,400㎡。
全天候舗装の400ｍトラック（6
レーン）と、サッカーやラグビー、
ラクロス等が可能な、緑が美し
いロングパイル人工芝のフィー
ルドを整えており、ナイター設備
も完備。学園に所属するすべて
の学生・教職員の「体づくり」に
大いに役立っている。

温水プール
1991年医療福祉大学開学時に設置。
水泳部の練習のほか、教職員の健康
づくりや水中運動に関する研究目的
でも利用されている。一般市民や自閉
症児を対象とした水中運動教室等、
地域支援でも活用されている。

ラグビー対抗戦（医科大学・医療福祉大学）陸上部（医療福祉大学）

サッカー部（医科大学）

総合体育館
1981年学園創立10周年記念事業と
して竣工、2019年３月全面リニューア
ル。バスケットボール、バレーボール、
バドミントンの各コートをはじめ、卓球
競技場や基礎トレーニングセンター
を備えた体育館で、医療福祉大学の
入学式、卒業式などの行事にも使用
されている。

硬式テニス部（医科大学）

Ⅲ 人 間 をつくる

北テニスコート



光あふれる、緑豊かな広 と々した敷地。
快適な施設設備が整うキャンパスを、
和やかな光と大地の恵みが包む。
恵まれた環境が育む、学ぶ喜びとはずむ心。
クラブ・サークル活動、学園祭、ボランティア。
夢に向かって仲間と過ごす充実の毎日は、
キャンパスライフを実りあるものにし、
人生の大きな糧になる。

Campus
  Life



159



学園祭
医科大学、医療福祉大学、医療短期大学、
リハビリテーション学院、附属高校が
合同で行う学園祭は、約5,000人の学生を
中心に教職員も参加！
創設者川﨑祐宣の思い描いたとおり、
地域の人々にも愛され親しまれる行事と
なっている。

　川崎学園の「学園祭」は、医科大学と
附属高校が開学した1970年11月に開
催した「第1回大学祭」がはじまり。その
後、医療短期大学、附属病院、リハビリテー
ション学院を次々と新設する中、創設者
川﨑祐宣は、各施設が一体となった行事と
しての“川崎学園「学園祭」”の開催を熱望。
1975年10月に、念願の学園挙げての「第1回
学園祭」の開催が実現した。
　以来、毎年学生が学園祭の統一テーマを決
め、教職員も一体となり、施設の枠を超えて共
同でさまざまなイベントを行い、祭りを盛り上
げている。学園創立50周年の2020年には、
46回目の学園祭を迎える。

学生たちのチームがそれぞれテーマを掲げて仮装。グラウンドで演技を披露し、できばえ
やチームワークのよさを競う。かつては倉敷市街にも繰り出し行進していた。

教職員互助会の各クラブ
（園芸部、華道部、かな書
道部等）が、日頃の活動の
成果として作品を仕上げ
展示する。この時期は、病
院の待合ホールもにぎやか
な雰囲気に包まれる。 園芸部 華道部

医科大学と附属病院は、毎年医学・医療に関する共通テーマを決め、趣向を凝らしたパ
ネル展示（医療福祉大学医療福祉デザイン学科と共同制作）や体験コーナーなどを設
けた「医学展」と、市民向けにわかりやすく知識や情報を提供する「医学講演会」を開催
している。

●医学展（医科大学）と医学講演会（附属病院）▼

●名物の仮装行列▼

●互助会による展示▼

医学展 医学講演会
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2000年学園祭看板 互助会華道部の展示（附属病院内）第1回 川崎学園祭仮装行列

学園祭によせて  ―第 1 回川崎学園祭　川﨑祐宣理事長挨拶より―

　私はかねてから、従来の大学祭になにか飽き足らぬものを感じていた。たまたま今年は、当学園設立以来 6 年目を迎え、大学の完成年度に当
る年でもあり、かねがね私が描いていた学園祭を盛大に挙行してはと提案したところ、各施設の賛同が得られ、ここに初めての試みである我が川
崎学園の学園祭が誕生したことは、誠に喜びに絶えない。果して私が心秘かに期待しているような、医学の殿堂にふさわしい気品と、内容のある
文字通り学園挙げての年に一度の楽しいお祭り行事になるかどうか、初めての試みだけに一抹の不安がないでもないが、心はずませながら、そ
の成果を大いに期待している次第である。特に私がこの学園祭開催に当って描いていた夢は、このさい地域社会の人達に当学園を開放し、学園
のありのままの姿を見て戴き、正しいご認識と、温かいご理解を得たいと念願していることである。ともあれ、この学園祭が各
施設の自主性に基づいて開花されるに至るまでの、学生諸君並びに教職員各位の労苦を多とするとともに、学園祭が成功
裡に幕を閉じることを祈りたい。�

第1回川崎学園祭パンフレット

附属病院ボランティア
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4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

●入学式・入園式
　●入学時合同研修 
　　●かわさき春の
　　　体験授業＆病院探検

■研修医臨床研修修了証、
　 シニアレジデント修了証書交付式

■新入職員説明会
　■新入職員研修

■新入職員辞令交付式

■グラウンドゴルフ大会（互助会）

■ボウリング大会（互助会）6月・11月

■納涼大会（互助会）

■バス旅行（互助会）9月・10月

■文化行事（互助会）

■川崎学園祭

●卒業式・学位記授与式
  ●３校合同オープンキャンパス

■永年勤続者表彰式
　■年忘れ大会（互助会）

●３校合同入試（推薦）

　●川崎学園祭

●３校合同オープンキャンパス

●医科大学入試（一般・地域枠）

●医科大学入試
　（推薦）11月・12月

●３校合同入試（一般）

●３校合同オープンキャンパス

かわさき春の体験授業＆病院探検
　中学生から高校生を対象に、川崎学園のコ・メディカル養
成の 3 校で実施、学生がどのようなことを学び、どのような
施設で実習を行い、学んだことを社会に出てどのように実践
しているかを知ってもらうため、実習施設である総合医療セ
ンターで、体験授業
と病院見学を行って
いる。

手術室見学ではダヴィ
ンチ（手術支援ロボット）
の操作を体験。 

川崎学園では、学生、教職員ともに、各施設の枠を超えて、さまざまな行事を合同で行っている。

川崎学園の年間合同行事 ●学生対象・学校関連行事
■教職員対象行事

●かわさき夏の子ども体験教室
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―川崎学園 4 校の新入生が創設者の想いを知る―
 川崎学園入学時合同研修 

　医科大学、医療福祉大学、医療短期大学、リハビリテー
ション学院の全新入生約1,500人が川﨑祐宣記念講堂に
一堂に会し行う研修。創設者川﨑祐宣の想いを共有し、将来、
医療、医療福祉に貢献する仲間として互いに連携・協力する
気持ちを醸成するために2015年から始まった。 
　在りし日の祐宣先生が映るDVDや黒住教名誉教主の講
話を聴く第一部「川崎学園のあらまし」と、先輩学生による創
作劇などの趣向を凝らしたパフォーマンスで「多職種連携」の
意義と実情を体感する第二部「多職種連携へのいざない」で
構成。異なる施設・学科の新入生同士が隣り合い、和やかな
雰囲気の中で、医療人・医療福祉人への第一歩を踏み出す。

―学園の魅力と可能性をより多くの人へ―
 学園一体となって進めていく入試・広報活動

　川崎学園は、目的意識をしっかりと持った、より優秀な学生の確保を目指し、
医療福祉大学、医療短期大学、リハビリテーション学院の 3 校の入試の実
施および入試広報活動を一体となって行っている。その中核となるのが
2016年に立ち上げた｢川崎学園アドミッションセンター｣で、同年実施の
2017年度入試から“ 3 校合同入試”を実施している。
　さらに受験生や保護者に対し、川崎学園全体の魅力を最大限アピールす
る場として“3 校合同オープンキャンパス”を開催。 3 校それぞれの学科が
教職員･学生の協力のもと、さまざまなイベントを企画している。その中でも
最大のセールスポイントでもある“附属
病院見学ツアー”では毎回、病院スタッ
フの臨場感あふれる解説が好評で、学
園が一体となって進める広報活動の象
徴となっている。 

開会行事「学生1分間PR」

附属病院見学ツアー入試要項 キャンパスガイド

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～

納涼大会（2004年までふるさとの森で開催）

ソフトボール大会（2005年からグ
ラウンドゴルフ大会に変更）

運動会（1990年まで各施設対抗
競技形式で開催）

年忘れ大会（8階大講堂にて）

互助会の思い出の写真
　ふるさとの森に特設舞台を設置して行ってい
た納涼大会、運動会、ソフトボール大会など、
さまざまな行事がにぎやかに開催されていた。

〈3校合同オープンキャンパス〉
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食堂・ショップ

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～

関金セミナーハウス
学生のセミナーハウスとして、また職員の研修・
保養施設として、1986年1月に鳥取県関金温
泉郷の中に建てられたが、2013年３月に建物
の老朽化と源泉の湯量減少により利用を終了
した。

売店（旧川崎病院地下）

学生職員特別食堂（本館棟8階）

一般食堂（本館棟8階）

軽食喫茶（医科大学校舎棟4階）

　かつて附属病院本館棟８階には、「一般食堂」「特別食堂」「学生職員食堂」など
があった。「一般食堂」には板前が寿司を握るカウンターがあり、中でも「巻き寿司」
は人気で、職員が自宅で食べるために注文して持ち帰るほどだった。

学生・教職員の“毎日”をサポート ― 学園の福利厚生―

学園内で多くの時間を過ごす学生・教職員や患者、その他学園利用者のために、各施設内に売店や食堂
などのサービス施設を設置し、日々の生活をサポートしている。

川崎学園の福利厚生施設の運営は㈱松島（1979年8月設立）が一括して担っている。
㈱松島は学生・職員・患者・その他の学園利用者のために各種サービス事業のほか、学園内の
売店（書店含む）、飲食施設（食堂・レストラン・カフェ・ベーカリー・寮食堂等）、その他飲料自動
販売機などの運営管理を行っている。
■委託施設数（2019年現在）: 売店（書店含む）10　飲食施設16　寮食堂 3　その他 5

株式会社松島

学生職員専用ラウンジ

学生職員専用の
休憩スペースとして、
別館8階ラウンジを
リニューアル。人気のおむすび
専門店が出店しにぎわっている。

学生職員食堂 レストラン「楷の木」

ベーカリーカフェ

売店

医療・福祉ショップ「あゆむ」
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さまざまな取り組み
〈子育て支援〉
　働きやすい職場づくりの一つとして、子育て中の職員を支援するためのさまざまな事業を展開している。病院内に教職
員専用の「院内保育所」や「病児保育室」を設置し、人事課内に設置した「子育て支援センター」では、日常の相談受付や
情報提供を行っている。

〈健康推進〉
　教職員の健康管理体制を整備し、健康の保持と増進を図り、健康で働き続けられるよう支援することを目的に、「職員
健康推進室」が2017年に設置された。健康診断実施後の措置・保健指導、復職支援、健康相談等を行っている。

　教職員の子育て支援および復職支援を図ることを目
的に開設。０歳から６歳児までを預かっており、24時間
保育（週１回）にも対応している。

　附属病院内に教職員の子どもが病中・病後に利用でき
る保育施設として、病児保育室を併設。保育士をはじめ
医師や看護師、管理栄養士が連携して看護および保育を
行っている。

かわさき保育所 総合医療センター  院内保育所

かわさき保育所（倉敷）
総合医療センター院内保育所（岡山）

かわさきキッズルーム（病児保育室）

“働く”をサポート
教職員が働きやすい職場環境となるよう、活発な互助会事業をはじめ、子育て支援や健康推進、
各種福利厚生施設の設置などさまざまな取り組みを行っている。

　かつて単身の看護婦寮として、敷地内に「東看護婦寮」「西看護婦寮」2棟が
あり（1973年開設）、住み込みの管理人が常駐していた。そのうち「東看護婦寮」
は“看護婦”の呼び名が“看護師”となったタイミングで「すずかけ寮」に改称。
9階建てで大浴場も備えていた。2008年には1階スペースを利用して「かわさき
保育所」が開所した。
　その後、医科大学学生寮のリニューアル工事の間、「すずかけ寮」が学生寮と
して利用されることになり、2015年に看護師寮としての役目を終えた。

（「西看護婦寮」は現在は医科大学男子寮として利用）

職員向けに快適な宿舎を完備している。
（竣工時期）
中央棟：1973年11月 
　　　　 ※2019年3月閉鎖
南　棟：1977年  3月
北　棟：1977年11月 職員宿舎（北棟）

職員宿舎「二子レジデンス」 「すずかけ寮」

川崎学園互助会
　教職員が相互の意思疎通と協調融和によって、個人としてまた学園人として心身の向上を図る目的から、1974年に設立
された。
　年間を通じて、親睦行事、スポーツ大会、部活動助成、慶弔見舞金支給など多くの事業内容で会員の福利厚生を担っている。 
� 会員数：3,733人（2019年4月1日現在）

年忘れ大会

園芸部の作品（学園祭協賛）

ボウリング大会

バス旅行

バレーボール大会



学園広報誌「学園だより」のあゆみ
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人事特集号（1981年4月）

1979年4月号に掲載された記事

　1979（昭和54）年 1月、教職員向けの広報誌として「川崎学園だより」
（通称「学園だより」）が誕生しました。
　創刊号には、「学園運営の重要事項等を掲載したい」との川﨑祐宣
理事長（当時）の「発刊のことば」が記され、「救命救急センター（附属
病院）」の新築工事の記事とともに第一面を飾りました。
　題字は当時の職員課長の手書きによるもので、デザインが全面リニュー
アルされた第358号（2009年）まで用いられました。当初は「人事特集号」
が別途発行され、手書きのガリ版印刷（1981年）もありました。職場に
パソコンなどなかった時代に、文章は和文タイプライター、イラストは
手描きで制作されていましたが、第72号（1985年）から写真の掲載も
始まりました。自由なテーマで職員が文章をつづる「すずかけ」は、初回
の第80号（1986年）から現在まで、職員コラムとして唯一継続しています。
　創刊以来毎月発行され、「川崎医療福祉大学開学（1991年）」、
「川崎医科大学総合医療センター開院（2016年）」、「かわさきこども園
開園（2018年）」等、学園や各施設の歴史的な出来事や行事、職場の
風景を記録する広報誌として貴重な存在となっています。

歴 史を記 録する貴 重な広 報 誌

ほっこりします
手描きのイラスト

　みなさん、明けましておめでとうございます。
　みなさん方のたゆまない御努力によりまして、昭和54年の新春をめで
たく迎えました。
　仏教の教えに
　　　１．やさしい心　　　　　　　　　 ２．やさしいひとみ
　　　３．やさしい笑顔　　　　             ４．やさしい言葉
　　　５．やさしい手を差し伸べる　　　　６．席をゆずる
　　　７．家庭に居るようなやすらぎを与える
という、誰にでも出来る尊いお言葉があります。
　新しい年を迎えて、私をはじめ、みなさん方が、この尊い教えを身に体
して、お互に心のふれあう笑顔の協力により、学園を更に成長発展させ
たいと念願しております。
　新しい年の新しい企画の一つとして、川崎学園だよりを発刊することと
しました。出来るだけ学園運営の重要事項等を掲載したいと考えており
ます。御協力ください。　� （学園だより　第1号より）

発刊のことば   　理事長 川﨑 祐宣

第1号 1979年1月

第72号 1985年6月 第358号 2009年4月

第486号 2019年12月
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